
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価中間評価 中間評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師80％
以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、学力向上対策コーディネーターを中
心に取り組みの促進を図る。 B

・マイプランの成果指標を達成できたと自己申
告する教師はおよそ７３％であった。もうひと
がんばりする必要がある。 B

・実際の指導を見ていると、準備もきちんとな
されており、各人が工夫したものになってい
る。（自己）評価が厳しいのかもしれない。 B

・コロナ過の影響で、授業が順調に進んでい
るか心配されたが、問題なかったと聞いて安
心している。難しい面もあると思うが、先生方
には今後とも頑張っていただきたい。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・指導法改善担当者

○ＩＣＴを利活用した授業の実践 ○ＩＣＴ機器を利用した授業を受けること
が楽しいと感じる生徒を８０％以上にす
る。

・ICT機器を利用した授業を、年間３０回
以上実践する。
・ＩＣＴ機器の利活用調査を行う。
・ＩＣＴ利活用についての研修会を年２回
行う。

A

・１２月のアンケートでは、ICT機器を利用した
授業が分かりやすいと答えた生徒はおよそ９
２％であった。このことから、楽しいと感じてい
る生徒も近い値になっていると考える。

A

・アンケートで、ICT機器を利用した授業が楽し
いと答えた生徒はおよそ９７％であった。職員
が、ICT機器を効果的に活用し、生徒の興味・
関心を向上させることができたと考える。

A

・電子黒板等のICT機器を利活用することで、
子どもたちからは「授業が分かりやすい」「楽
しい」という声が上がっている。

・情報教育推進リーダー
・情報教育担当者

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした生徒８０％以上。

・人権講演会（人権集会）や道徳に関す
るアンケートの実施。
・道徳科の授業づくりに関する校内研修
の実施。

A

・道徳の授業が楽しいと答えた生徒がおよそ
８６％、生活の中で実践していると答えた生徒
が７６％であり、肯定的な回答をした生徒がお
おむね８０％以上と考える。

A

・学校は道徳教育の充実を図っていると考え
る保護者がおよそ８６％いることから、十分な
成果を上げていると考える。また、講師を招聘
しての研修会を１回、研究授業を２回、研修会
を２回行った。

A

・学校の決まりや交通マナーなどはほとんど
の生徒が守れていると思う。
・スマホや携帯電話の所持については、保護
者の責任で管理や使用を行わせるのが当然
であるが、実際には難しい。

・道徳教育推進教師
・研究主任
・人権・同和教育担当者

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめに関して、早期発見、早期対応
を組織的に行っていると感じる教員が８
０％以上。

・学活ノートの点検により、問題の早期
発見に努める。
・教育相談やQUテストを活用して早期発
見、早期対応を図る。
・SCと連携を図り、構成的エンカウン
ター等の授業を実施する。
・生活アンケートの結果を全職員で共有
する。

A

・いじめに関して早期発見、早期対応を組織
的に行っていると感じる教員は９０％以上い
る。
・生活アンケートの結果を生徒指導部会等
で、全職員で共有している。また、QUテストの
活用やSCとの連携を図り、構成的エンカウン
ター等の授業を取り入れたりしている成果と
考える。

A

・いじめに関して早期発見・早期対応を行って
いると考える職員は９０％以上いる。また、「い
じめ」を生み出さないような集団つくりに取り組
んでいる職員は、「よく取り組んでいる」が４
３．８％、大体取り組んでいるが５６．２％と
なっている。
・毎月の生徒指導部会で、気になる生徒につ
いて、情報交換を行っている。

A

・いじめについては、今年度も数件発生したと
聞いているが、早期に対応していただいてい
るようで、大事に至っていないことに安堵し
た。今後も、早期発見、早期対応でお願いした
い。
・いじめを０にするのはやはり難しいのだろう
か。

・生徒指導担当者
・各学年主任

◎自己肯定感、自己有用感を育み、自
らの将来を主体的に創造するための教
育活動

◎自己肯定感、自己有用感を感じる生
徒が８０％以上。

・生徒会活動や係活動において、人前で
発言や活動する場を設ける。
・学校行事や総合学習において、それぞ
れの生徒に役割を与え、承認の場を設
け、自己有用感を高めていく。

B

・校則見直しの生徒実行委員会に「誰かの役に立って
いる」「自分が頑張ったことで他の誰かが喜んでくれて
嬉しい」と思った経験はありますかというアンケートを
とったところ、全員が「ある」と回答した。しかし、全校生
徒の様子を見ていくと、まだ、自己肯定感や自己有用
感が低い生徒が割と見られる状況である。

A

・わたしは誰かの役に立っていると思う生徒が
およそ７７％、頑張ったことでほかのだれかが
喜んでくれて嬉しいと思ったことがある生徒
が、８８％であった。
・自己有用感を感じる生徒が、以前より増えて
きた。

A

・子どもたちの自己肯定感や自己有用感が増
えているのは喜ばしいことであり、先生方の取
組がよかったと思う。今後も継続してほしい。
・第２回の学校運営協議会で、子どもたちと話
ができてよかった。また、子どもたちがしっかり
話したことに驚いたし、頼もしく思えた。

・生徒会担当者
・総合的な学習担当者

●健康・体つくり

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒８０％以上。

・食事の役割を理解し、バランスの取れ
た食事がとれるように、保健だよりなど
で、保護者に啓発活動を行う。
・朝食をとっている生徒や朝食の内容を
把握するためにアンケートを実施する。
・生徒会活動を通して、生徒自らの健康
意識をコントロールし、改善する力を身
につけさせる。

A

・「食事をしっかりとることは大切と思います
か」というアンケートをとったところ、９０％を超
える生徒が「大切と思う」と回答した。このこと
から、健康に食事は大切であると考えている
生徒は多いと捉える。 A

・「健康に生活するために、食事は大切であ
る」と考える生徒は、「よくあてはまる」「大体あ
てはまる」を合わせると、およそ９７％であっ
た。大部分の生徒が、食の大切さを理解して
いると思う。
・生徒会の給食委員会で、給食や食について
放送を行っている。今後は放送のように、生
徒が主体的に食について取り組み、考えてい
くように指導を行いたい。

A

・職の大切さについてよく理解していると思う。
・家庭でも話ができればと考える。

・保健主事
・保健指導担当者

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・部活動に係る活動方針の遵守。
・毎月第１月曜日、第３水曜日の定時退
勤日の完全実施。
・学校閉庁日の設定。

C
・第１月曜日、第３水曜日に定時退勤日をもう
けているが、半数以上の職員が定時を過ぎて
も学校に残っている。また、一月の時間外勤
務時間が非常に多い職員が数名いる。

B
・時間外勤務をする職員はまだ多いが、以前
ほど長時間ではなくなってきた。ただし、時間
外勤務を長時間行う職員が０ではないので、
呼びかけや指導を続けていく。

B
・管理職が早期帰宅を促しているにもかかわ
らず時間外労働が減らないのは、人員や時間
が足りないことが考えられる。この問題につい
ては、業務の削減なしには本当に解決が見え
ない。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教職員の意識
向上

○特別な支援が必要な生徒への対応に
ついて、知識や技能を有していると考え
る職員が８０％以上。

・特別支援教育に関する職員研修の実
施。
・支援が必要な生徒の情報共有を図り、
全ての教職員で対応する行内体制の構
築。
・個別の教育支援計画、個別の指導計
画の共有化を図る。

A

・「教職員は、発達障害を含む支援が必要な
生徒への対応についての基本的な知識や技
能を有している」とのアンケートで、「よくあて
はまる」「大体あてはまる」と答えた教員は８
７．５％であった。成果指標を十分達成してい
ると考える。

A

・特別支援教育について、基本的な知識や技
能が身についていると答えた職員が８７．５％
であった。
・特別支援コーディネーターや特別支援学級
担任で、教育支援計画や、個別の指導計画を
作成している。必要に応じて、職員や支援員、
保護者と情報共有しながら指導を行ってい
る。

A

・いろんな子どもさんがいて大変だと思うが、
それぞれの子どもさんに応じて対応されてい
るようなのでよかった。 ・特別支援教育コーディ

ネーター
・特別支援教育担当者

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・①の心乃教育の推進については、生徒指導、いじめ防止対策、特別支援教育の衣充実について情報の共有を図りながら、全職員で同じ方向性を持ち取り組むことができ、一体の成果を得た。道徳教育の充実は、校内研究と連携し、全職員で授業展開を考えたり、各学年で授業展開を考えたりできた。
・②の学力の向上と定着については、全教科においてICT機器を積極的に活用し、職員の意識向上につなげることができた。話し合う活動は、コロナ過の影響で十分ではなかったので、方策を考える必要がある。単元テストについても長所、短所を洗い出し、次年度への取組につなげていく。
・③の「生きる力の」育成については、健康・体つくりはもちろんであるが、感染症やSNS、スマホ等の通信機器などとどのように向き合っていくかも課題である。
・④の地域とともにある学校づくりについては、職場体験や授業参観など行事の一部が行えなかったので、十分で内面もあった。しかし、校則の見直しを生徒たちが学校運営協議会などで、自ら発信できたのはよかったと考える。今後も生徒も職員も積極的に地域に根ざしていければと考える。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

①「 特色ある学校づくり」は、学校運営協議会の協力もあり、充実した活動が行えた。今後も学校運営協議会の助力を受けながら、凛々しく生きる塩中生徒の育成のために尽力していく。

② 「心力」の育成」は、生徒指導、いじめ防止対策、特別支援教育の充実について、情報の共有化を図り、全職員で同じ方向性を持ち取り組むことができ、一定の成果を得た。道徳教育の充実は、校内研究と連携し、授業展開を考えることができた。

③ 「学力」の育成」は、全教科において話し合う活動を取り入れ、ICT機器を積極的に活用し、職員の意識の向上につなげることができた。家庭学習の定着、充実が大きな課題である。新しい記録表を作成し、タイムマネジメントなどの充実を図っていく。

④ 「体力」の育成」は、保健体育の時間の取組を通して、一人一人の結果が向上し成長がみられた。また、健康への意識向上については、生徒会活動と連携しながら啓発が行えた。引き続き生徒会と連携しながら意識向上を図っていく。

⑤　業務改善・教職員の働き方改革の推進は、定時退勤日の設定、適正な部活動休養日の設定を行い、一定の成果が出ているが、在勤時間の縮減が大きな課題である。職員の意識改革に取り組んでいく。

２　学校教育目標 「心豊かに　ともに伸びる」

３　本年度の重点目標
①心の教育の推進　　　　　　　　　　　　②学力の向上と定着

③「生きる力」の育成　　　　　　　　　　④地域とともにある学校づくり

学校名 嬉野市立塩田中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


